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慢性心不全看護って？    
患者さんの生活の質を支える看護 

新東京病院、ハートクリニック、

クリニックで働く看護師の皆さ

ん、こんにちは！慢性心不全看護

の世界を皆さんと共有する心不

全便り第２号です。 

今回は、慢性心不全看護って何

だろう？ということを考えてみ

たいと思います。慢性心不全は、

原因となる疾患を発症して数か

月～数年を経て、日常生活におい

て症状の出ない心不全の状態と

なります。この状態が様々なきっ

かけにより急性増悪します。急性

増悪を繰り返すうちに心臓の働

きは徐々に低下し、やがては死を

迎えます。そのような心不全患者

さんの生活の質を低下させない

ことが、慢性心不全看護の大きな

目標です。 

   

 心不全患者さんの生活の質を

低下させないために、私たちがで

きることは何でしょうか。まず、

救命に努めることや今現在出現

している症状を緩和することが

あげられます。しかし心不全患者

さんの予後や生活の質を考える

と、急性増悪や再入院を防ぐ支援

が求められます。急性増悪を繰り

返す患者さんは予後が悪いです。

またたびたび入退院をする状況

では患者さんの生活の質は下が

ってしまいます。 

心不全患者さんは退院後も病

気と付き合っていかなければな

りません。時には今までの生活習

慣を大きく変えることも余儀な

くされてしまいます。病院から在

宅までの切れ目ない療養支援が

慢性心不全看護の担う役割であ

るといえます。 

心不全患者さんに対しては、身

体的、精神的、社会的にアセスメ

ントをした上で心不全増悪を防

ぐためのセルフケアを指導しま

す。自己管理が困難な方には、家

族や福祉サービスなどの協力体

制を確保し、療養生活を続けても

らいます。 

最近では、心不全医療にはチー

ム医療が有効であるといわれて

います。心不全患者さんが持つ

様々な問題を解決するには、多職

種による介入が必要です。多職種

が共働することで、患者さんの生

活の質を支えるより良い支援が

できます。慢性心不全看護認定看

護師はそのような多職種連携の

調整役とならなければなりませ

ん。頑張ります！ 
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第 1号配信の際に不備があったことをお詫び申し上げます。3月 6日の活動報告会にご参加いただきありがとうございました。 
CNニュース～心不全便り～ 


